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はじめに

現在、酪農経営は規模拡大が進み、家族労働では限界に

なりつつある。また、購入飼料などの生産資材が高騰し、

所得を確保することが困難になってきている。

宗谷支庁管内の生乳生産にとって牧草は重要な飼料源

であり、牧草サイレージや放牧などを主体とした飼養形態

となっている。

こうしたなか、猿払村浅茅野台地地区のTMRセンター

は、①牧草サイレージの高品質化、②利用農家の機械費低

減、③分業化による生乳生産性の向上と労働負担の軽減、

率叫1上

などが期待できる新たな生産支援システムとして、平成

16年に宗谷支庁管内で最初に設立された。

そこで、普及センターは、牧草サイレージの高品質化を

最優先課題とし、平成 17年より普及推進事項「大型パン

カサイロの踏圧法」を活用して、牧草サイレージ調製技術

を重点的に支援してきた。

具体的には、水分調整、異物混入防止、早期密封などの

基本技術の徹底に取り組み、特に拡散・踏圧に対する技術

を工夫した。

これらの活動を通し、 TMRセンターのサイレージ
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品質の向上が図られたことで、利用農家の乳量が向上し農

業所得の低下を抑制することが出来た。

1 地域の概要

猿払村は、宗谷支庁管内の北東に位置する草地型酪農地

帯である。浅茅野台地地区は、村の南側にあるオホーツ

ク海に面し、地形は海岸段丘地から綾慢な斜面で海に向か

っている。

1戸当たりの経営規模は、平均 60haの草地を所有し年

間620tの生乳を生産しており、猿払村の4割 (25戸)の

酪農家が集中する地域である。

この地域では、 1戸当たりの経営規模が家族労働では限

界に近づき、飼養管理の改善などが困難となり、意向調査

により地域ニーズとして「ゆとり(労働と所得)の創出J

が確認された。

2 TMRセンターの設立

表1 TMRセンターの概要

。組織概要

設立 平成16年8月

所在地 宗谷郡猿払村浅茅野台地

牧草収穫作業開始 平成17年 1番草より

TMR供給開始 平成17年8月より

0利用農家

個別経営 8戸+共同法人1社 (3戸共同)

草地面積 844.4ha 経産牛頭数 856 頭

Oバンカサイロ

1，620m3 (12X50X2.7m) : 7基 (H19から 9基)

l，215m3 (9 X50X2.7m) : 7基

浅茅野台地地区では、これら問題点を改善するためJA、

普及センター、会計事務所などからなる検討委員会を設置

し、分業化への学習会や先進地視察を実施した。

その結果、 TMRセンターが、①牧草サイレージの高品

質化、②手Ij用農家の機械費低減、③分業化による生乳生産

性向上と労働負担の軽減、などが期待できる新たな生産支

援システムとして、平成 16年に宗谷支庁管内で最初に設

立された。

TMRセンターは、平成 17年より稼働した。利用農家

は8戸+1法人からなり、利用農家の約 840haの草地を一

括管理し、草地更新、ふん尿散布、施肥、収穫を実施して

いる。また約850頭の経産牛と一部の育成牛にTMRを製

造し配送している(表1)。

3 普及センターの活動概要

現在進めている普及活動は、平成 17年度より 5ヶ年計

画であり、対象と課題を重点化し合意形成を図りながら取

り組んでいる。また、普及指導員も宗谷支庁地域課題解決

研修により資質向上を図りながら支援している。

その活動の初期目標は、 TMRセンター運営の健全化及

び末Ij用農家の生乳生産性向上であり、最優先事項は、牧草

サイレージの高品質化として、牧草サイレージ調製技術を

重点的に支援してきた。

4 牧草サイレージ調製技術確立に関する取組

TMRセンターの牧草収穫体系は、上川農試天北支場技

術普及部の指導を得て、平成 17年普及推進事項「大型パ

ンカサイロの踏圧法J (圧縮係数2.0以上)を活用した。

また、平成 17年の収穫調製時の調査結果から、一定の

踏圧を保ちながらし、かに早く詰め込むかとし、う、両者のバ

ランスをとることが課題として浮かび上がった。つまり、

踏圧や水分調整に対し時間をかけると、適期内収穫や早期

密封がおろそかになり、作業能率が落ちて生産コストが上

がる。逆に、迅速性を追求すると十分な踏圧が出来ないこ

とが判明した。

調査研究活動としては、①講習会を行い、牧草収穫作業

計画を作成し、②データ収集のため、ダンプ台数、ダンプ

の荷下ろし時間、ホイルローダの踏圧時間などの現地調査

を行い、③調査結果から圧縮係数や機械の作業効率、サイ

レージ密度・品質を確認し、④次年度への改善提案を行っ

た。

このことを毎年繰り返すことで、牧草サイレージの調製

技術を改善していった。

調査開始の初年目は、普及指導員が中心にとなり、必要

と恩われるデータを試行錯誤の中で収集した。 2年目以降

は、 TMRセンター自らが必要なデータをとり、分析でき

るように支援した。

( 1)具体的に工夫した技術

拡散・踏圧などの作業体系を検討し、以下の調製方法の

工夫を実施した。

ア きれいなスロープ形成

圧縮係数を高めるためには、原料草を薄く均一に拡散・

踏圧することが重要で、あった。

パンカサイロは、奥からくさび形のスロープを作りなが

ら原料草を詰め込む。これを、詰め込み初期段階からきれ

いなスローフ。を形成するようにし、拡散・踏圧の作業を安

定させ作業効率を高めた(図2)。

× 
図2 スロープの形成
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イ パンカサイロの2本同時詰め

十分な拡散・踏圧には、規模に応じて原料草の荷下ろし

間隔の確保が必要である。

TMRセンターでは 1本のパンカサイロの詰め込みが

最終段階のときに、次のパンカサイロへトラックを振

り分けることで、踏圧時間を確保した(写真1)。

IB 

写真1 バンカサイロの2本同時詰め

ウ 再度すくわないことの徹底

TMRセンターでは、初年目にホイルローダが原料草の

拡散時に、踏圧済みの原料草を誤って引っ掻き、その部分

の発酵品質が低下した。

2年目からは、引っ掻いたり再度すくったりしないよう

徹底した。

引っ掻いた部分には、直各約 10cmの塊が形成され踏圧

不良となり、これが発酵品質の低下やTMRの混合不良の

原因と考えられた。

エホイルローダの対面配置

TMRセンターでは、効率的な拡散・踏圧のため3台

のホイルローダを使用し、 2台は踏圧用として後向きに対

面で配置した。

後向きに作業すること

うことが減少し、荷重

もかかりやすくなった

(写真2)。

さらに、拡散用のホ

イルローダと向かい合

わせになることで、意

思疎通がとりやすくな

る利点もあった。 写真2 踏圧全景

(2) TMRセンター運営支援

TMRセンターおよび飼料メーカーと協力してTMR

設計を支援した。

設計後は、利用農家の巡回を行い、採食状況やふんの状

態などを確認して微調整を行った。特に、サイレージの変

わり目で、の乳牛の反応には気を配ったo

利用農家に対しては、 TMR受け入れ施設整備、牛舎環

境の改善(換気、給水、牛床、飼槽)、乾乳期管理改善(盗

食防止)などを継続的に進めた。

5 活動の成果

(1 )牧草サイレージ調製技術の向上

3年間の穫調製結果をみると、圧縮係数は3年間とも目

標値 r2. 0 J以上を達成することが出来た。
また、パンカサイロ 1基当たりの詰め込み日数は、平成

17年が1.5日で、あったが、改善を重ねることによって忽縮

し1日以内となり、詰め込みスピードと踏圧のバランスを

うまくとれるようになった(表2)。

表2 3年間の牧草サイレージ収穫調製結果 (1番草)

一一一一一
H17 H18 H19 

詰め込みパン力一数 基 7 9 10 

詰め込み日数 基/日 1.5 0.94 0.95 I 

時間当たり台数 iロ.... 15.8 17.2 15.0 

平均ダンプ間隔 分'秒" 3'50" 3'30" 4'00" 

原料草水分 % 78.0% 77.8% 77.5% 

圧縮係数 2.46 2.35 2.66 

ほ場当たり生草重 tlha 15.2 16.9 17.4 

(2)牧草サイレージの品質向上

サイレージの栄養価及び発酵品質は、猿払村全体を 100

とした場合、 3年間平均でCPが106、TDN102と高く、

pHは 92、NH3_N汀・N 73と低い値を示じた(表3)。
特に、発酵品質の指標である NH3_N庁・Nの割合が低水
準で維持しており「サイロを開けたとき、ほとんど変敗し

た部分がなかったJと利用農家は驚きの声を上げていた。

表3 3年間の1番草分析結果

¥ 
栄養組成 発酵品質

可消化 アンモニア態
粗蛋白養分総

pH 
窒素/全窒

量 素

CP% I TDN% NH
3
-N/TN% 

H17 
TMRセンター 14.56 62.39 4.25 5.40 
猿払村平均 13.73 61.03 4.66 6.70 

H18 
TMRセンター 12.95 61.44 4.20 5.78 

猿払村平均 13.06 60.77 4.41 8.30 

H19 
TMRセンター 14.82 62.12 4.12 5.46 

猿払村平均 13.26 60.91 4.56 7.88 

平均 TMRセンター 14.11 61.98 4.19 5.55 
猿払村平均 13.35 60.90 4.54 7.63 

(3) 1頭当たり乳量の増加

利用農家の1頭当たり乳量は、平成 16年9月から実施

したTMR給与前の飼養管理改善により、徐々に増加し

た。 35 kg 
TMR給与開始
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(4)牧草サイレージ販売原価の低下

利用農家への牧草サイレージ販売価格は、牧草サイレー

ジ販売原価を基礎とし 10円/kg以下を目標としている。

平成18年は11.06円と目標額を上回ったが、平成19年

は、 2番草も含めた作業効率向上により、利用農家の負担

額を抑え、 9.91円と目標を達成した。

利用農家還元分は、出役労賃や機械借り上げ料が含まれ

ている。

H 1 7 

H18 

H 1 9 

5 円!kg
10 

図4 牧草サイレージの販売原価の推移

(5)利用農家の労働負担軽減

1日の給餌作業時間は、

TMRセンター稼働により

44%減少した。また、これ

以外にも牧草収穫調製作

業などが大幅に減少し、総

労働時間も改善され、肉体

的にも精神的にも楽にな

った(図5)。

利用農家全員の声とし

て「厳寒期にサイレージの

取り出しをせずに済むよ

うになり、 3年前にはもう

戻れない」と労働軽減を実

感していた。 図5 1日1戸当たり給餌

(6)農業所得の安定確保 時間の変化

農業所得は、購入飼料費などの高騰により減少している

が、稼働前の平成16年を 100とした場合、平成19年はT

MRセンタ一利用農

家で89、猿払村平均

で72であった。

TMRセンター利

用農家は、乳量の増加

により農業所得の減

少を抑制することが

できた。

。

分
400 
5時間45分
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(7)地域への波及 図6 農業所得の推移

当普及センター管内では、新たに4ヶ所のTMRセンタ

ーが設立・稼働している。普及センターでは、本事例を整

理し、情報提供と支援を行った。そのことで、各TMRセ

ンターともスムーズに稼働することができ、良質なサイレ

ージが確保されている。

また、東宗谷農業協同組合管内では、 「東宗谷TMR・

コントラクタ一連絡協議会」が設立され、 TMRセンター

聞の横のつながりができ、緊急対応、情報交換などを行っ

ている。

7 今後の課題

乳牛の状態は、 1頭あたり日乳量が 30kgを越えると、

牧草サレージの品質、水分含有率、切断長などの変化に、

敏感に反応するようになる。こうした状況への対応とし

て、①植生改善などによる牧草品質の安定化、②飼料設計

・飼養管理についてさらに高度な取組が必要である。

おわりに

宗谷農業の更なる発展のためには、豊かな草資源を有効

に活用することがこれまで以上に求められる。

今回の報告では、 TMRセンターにおける牧草サイレー

ジ調製技術を確立し、供給する事例を紹介した。

この高いレベルのTMRの給与により、生乳の生産性を

伸ばし、所得を確保できたことの意味は大きい。

このことは、酪農経営を取り巻く環境が厳しさを増すほ

ど、基本となる自給飼料の品質を高めることの有効性を実

証しているとも言える。

それは、 TMRセンターだからなし得たということでは

なく、個別経営のサイレージ調製においても、それらの手

法を一般化することで実現できるものと思われる。
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